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編責 

貨
物
連
合
か
ら
は
、「
Ｊ
Ｒ
貨
物
と

し
て
一
時
帰
休
や
解
雇
・
雇
い
止
め

な
ど
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、
輸
送

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
１
０
月
中
旬
以
降
か

ら
、
２
０
２
０
年
末
手
当
交
渉
が
始

ま
る
が
、
組
合
員
の
た
め
に
鋭
意
努

力
し
て
い
き
た
い
。
グ
ル
ー
プ
会
社

に
つ
い
て
も
同
じ
く
一
時
帰
休
や
解

雇
・
雇
い
止
め
な
ど
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
経
営
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
南
関
東
ロ
ジ
労
組
・
九
州
ロ
ジ

労
組
で
組
織
拡
大
が
成
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
南
関
東
ロ
ジ
労
組
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
と
し
て
報

奨
金
制
度
が
設
け
ら
れ
た
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
後
も
Ｊ
Ｒ

連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
と
連
携
・
情
報

共
有
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働
く
仲

間
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
労
働
環
境
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し

た
。 

  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、

２
０
２
１
年
３
月
期
通
期
見
通

し
発
表 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
９

月
１
６
日
、
２
０
２
１
年
３
月
期
通

期
の
連
結
最
終
損
益
が
１
９
８
７
年

の
民
営
化
以
降
で
最
大
の
赤
字
に
な

る
見
通
し
と
発
表
し
た
。
赤
字
額
は

Ｊ
Ｒ
東
が
４
１
８
０
億
円
（
前
期
は

１
９
８
４
億
円
の
黒
字
）、
Ｊ
Ｒ
西
が

２
４
０
０
億
円
（
前
期
は
８
９
３
億

円
の
黒
字
）。 

駆
け
付
け
て
下
さ
り
、
荻
山
会
長

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

各
社
と
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
。
社
会
も
在
宅
勤
務
等
で

働
き
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
会
社
の
経
営
も
社
会
に
合

わ
せ
て
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会

社
に
お
い
て
も
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
関
係
グ
ル

ー
プ
会
社
の
売
店
や
飲
食
店
の

場
所
が
閲
覧
出
来
る
よ
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
是
非
活

用
し
て
頂
き
、
グ
ル
ー
プ
支
援
に

繋
げ
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。 

議
事
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
経
過
報
告
及
び
、
今
後
の
活
動

方
針
案
を
幹
事
会
よ
り
提
案
し
、

質
疑
応
答
で
は
「
Ｊ
Ｒ
総
連
の
最

近
の
動
向
に
つ
い
て
」
や
「
コ
ロ

ナ
の
濃
厚
接
触
者
を
防
ぐ
た
め

の
取
組
」、「
民
主
化
の
組
織
拡

大
」
等
、
７
名
よ
り
活
発
な
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。 

幹
事
会
か
ら
の
集
約
答
弁
後
、

全
て
の
議
題
・
総
会
ア
ピ
ー
ル
が

承
認
さ
れ
、
最
後
に
鶴
石
議
長
の

迫
力
あ
る
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
大
会
を
終
え
ま
し
た
。 

 

 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
形
式 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長  

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー 

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

第
１
回
幹
事
会
開
催 

 

９
月
２
９
（
火
）、
徳
島
市
内

に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組

連
絡
会
は
第
１
回
幹
事
会
を
開

催
し
、
貨
物
連
合
か
ら
は
南
関
東

ロ
ジ
労
組
山
田
委
員
長
、
エ
リ
ア

代
表
と
し
て
貨
物
鉄
産
労
小
山

執
行
委
員
が
出
席
し
、
主
に
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
つ
い
て
②
２
０
２
１

春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
③

第
１
８
回
分
科
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
開
催
に
つ
い
て
④
グ
ル
ー

プ
各
社
諸
労
働
条
件
比
較
表
の

精
査
・
活
用
に
つ
い
て
⑤
組
織
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
⑥
今
後
の
主
な
日
程
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
最
大
の
経
営

危
機
に
直
面
す
る
中
、
Ｊ
Ｒ
連
合

が
強
く
要
望
し
て
き
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

需
要
減
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た

所
要
の
措
置
」
や
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、

Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経

営
支
援
」
な
ど
が
国
土
交
通
省
の

令
和
３
年
度
税
制
改
正
要
望
と

予
算
概
算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持

続
的
発
展
と
社
員
の
労
働
条
件

の
維
持
・
向
上
に
は
こ
れ
ら
要

望
・
要
求
事
項
の
実
現
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
Ｊ
Ｒ
産
業

に
関
わ
る
緊
急
政
策
課
題
の
解

決
を
求
め
る
署
名
活
動
」
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
活

動
へ
の
協
力
に
向
け
た
積
極
的

な
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員
会 

第
２
９
回
定
期
総
会
開
催 

 
９
月
１
２
日(

土) 

、
Ｊ
Ｒ
連

合
青
年
・
女
性
委
員
会
第
２
９

回
定
期
総
会
が
大
阪
市
内
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
３
密
を
極
力
回
避
す
る

た
め
、Live

形
式
で
開
催
さ
れ
、

貨
物
鉄
産
労
よ
り
３
名
、
南
関

東
ロ
ジ
よ
り
２
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

開
式
の
挨
拶
後
、
資
格
審
査

委
員
会
を
経
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

の
松
本
委
員
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
の
富
士
原
委
員
を
議
長
に

選
出
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
提
起

後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青
女
鶴
石
議
長

か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
大
会
開
催
は
初
め
て

で
あ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
Ｊ

Ｒ
各
社
に
お
い
て
昨
年
度
よ
り

６
件
の
死
亡
労
災
事
故
が
発
生

し
、
青
女
世
代
の
方
も
亡
く
な

れ
て
い
る
。
業
務
に
お
い
て
は

安
全
第
一
で
お
願
い
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
新
規
加
入
組
合

へ
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
大

変
心
温
ま
る
も
の
に
な
り
喜
ん

で
い
た
。
仲
間
づ
く
り
が
出
来

な
い
今
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
形

式
で
組
合
行
事
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。 来

賓
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山

会
長
・
中
Ｊ
Ｒ
連
合
村
部
長
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Ｊ
Ｒ
東
は
２
２
年
３
月
期
以
降
の

鉄
道
収
入
を
「
コ
ロ
ナ
前
の
８
割
強
程

度
」
と
想
定
。
Ｊ
Ｒ
西
も
「
以
前
の
利

用
状
況
に
戻
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
両

社
は
手
始
め
に
、
２
１
年
春
の
ダ
イ
ヤ

改
正
で
在
来
線
の
最
終
電
車
の
時
刻

を
繰
り
上
げ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
は
首
都
圏
で

３
０
分
繰
り
上
げ
る
予
定
で
、
夜
間
の

保
守
・
点
検
の
時
間
を
長
め
に
確
保
し

て
作
業
を
効
率
化
、
数
十
億
円
を
抑
え

ら
れ
る
よ
う
だ
。
時
間
帯
別
運
賃
の
導

入
も
検
討
す
る
。
朝
の
通
勤
時
間
帯
な

ど
の
運
賃
を
上
げ
、
利
用
が
少
な
い
時

間
帯
は
値
下
げ
な
ど
を
想
定
す
る
。
Ｊ

Ｒ
は
ピ
ー
ク
時
に
合
わ
せ
て
車
両
や

従
業
員
を
抱
え
て
お
り
、
乗
客
を
分
散

さ
せ
れ
ば
人
件
費
を
抑
え
ら
れ
、
１
編

成
で
十
数
億
円
の
車
両
投
資
も
減
ら

せ
る
。
国
土
交
通
省
か
ら
の
認
可
な

ど
、
導
入
に
２~

３
年
か
か
る
よ
う
で

黒
字
化
に
時
間
が
か
か
れ
ば
実
質
的

な
値
上
げ
も
選
択
肢
に
な
り
そ
う
だ
。

そ
れ
で
も
利
益
回
復
へ
の
道
は
険
し

い
。
Ｊ
Ｒ
東
の
想
定
通
り
に
鉄
道
収
入

が
コ
ロ
ナ
前
の
８
割
強
に
な
る
な
ら
、

単
体
の
営
業
収
益
は
１
兆
７
０
０
０

億
円
程
度
と
、
固
定
費
と
ほ
ぼ
同
額
に

な
る
。
単
体
で
１
９
年
３
月
期
と
同
水

準
の
営
業
利
益
（
約
３
９
０
０
億
円
）

を
稼
ぐ
た
め
に
は
、
４
０
０
０
億
円
程

度
の
固
定
費
削
減
が
必
要
な
計
算
だ
。

Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
証
券
の
姫
野
良
太
ア

ナ
リ
ス
ト
は
「
数
千
億
円
の
固
定
費
削

減
は
考
え
に
く
く
、
旅
客
数
の
戻
り
か

実
質
値
上
げ
で
し
か
、
利
益
の
回
復
は

難
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
に
よ

る
鉄
道
利
用
者
の
落
ち
込
み
は
長
期

化
し
か
ね
ず
、
ダ
イ
ヤ
や
運
賃
の
見

直
し
を
進
め
る
。
売
上
高
は
Ｊ
Ｒ
東

が
前
期
比
３
５
％
減
の
１
兆
９
３
０

０
億
円
、
Ｊ
Ｒ
西
が
３
９
％
減
の
９

２
０
０
億
円
を
見
込
む
。
両
社
と
も

単
体
の
営
業
赤
字
額
は
減
価
償
却
費

を
１
０
０
０
億
円
以
上
も
上
回
っ
て

お
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
面
で
も

厳
し
い
。
７
月
に
感
染
が
再
び
広
が

り
乗
客
の
戻
り
が
鈍
く
、
８
月
の
鉄

道
収
入
は
前
年
同
月
よ
り
５~

６
割

減
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
は
同
収
入
が
２
１

年
３
月
期
末
時
点
で
、
コ
ロ
ナ
流
行

前
の
７
５
％
の
水
準
ま
で
回
復
す
る

と
見
込
む
。
Ｊ
Ｒ
西
は
定
期
収
入
が

８~

９
割
、
定
期
外
収
入
は
例
え
ば
新

幹
線
が
６
割
弱
ま
で
戻
る
と
想
定
し

て
予
想
を
た
て
た
。
鉄
道
事
業
は
人

件
費
や
修
繕
費
な
ど
の
固
定
費
や
、

設
備
投
資
の
負
担
が
重
い
。
両
社
と

も
当
面
の
事
業
見
直
し
を
急
ぐ
。 

 

特
に
Ｊ
Ｒ
西
は
訪
日
客
な
ど
へ
の

依
存
度
が
高
か
っ
た
た
め
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
大
き
い
。
２
１
年
３
月
期
年

間
の
コ
ス
ト
削
減
を
こ
れ
ま
で
計
画

し
て
い
た
５
０
０
億
円
か
ら
７
０
０

億
円
に
増
や
す
と
発
表
し
た
。
一
時

帰
休
な
ど
で
人
件
費
を
抑
え
、
修
繕

費
や
広
告
宣
伝
費
も
減
ら
す
。
設
備

投
資
は
期
初
計
画
に
比
べ
７
７
０
億

円
抑
制
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
も
２
１
年
３

月
期
の
営
業
コ
ス
ト
と
投
資
を
、
当

初
計
画
よ
り
計
１
５
０
０
億
円
ほ
ど

減
ら
す
。
さ
ら
に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定

着
や
出
張
・
観
光
客
の
落
ち
込
み
な

ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
長
び
く

と
み
て
い
る
。 

 

「ＪＲ産業に関わる緊急政策課題の解決を求める署名」の取り組みについて 

 

ＪＲ産業は、コロナ禍によりかつてない厳しい経営状況に置かれています。すでに深刻な減収が生じ、

資金繰りにも窮しており、さらにこうした状況が長期化すれば、ＪＲ産業が求められている社会的使命を

果たし続けることが極めて困難になります。また、経営自立の果たせていないＪＲ北海道・ＪＲ四国・Ｊ

Ｒ貨物においては、２０２０年度末で公的支援措置の節目を迎えることになります。 

ＪＲ連合は、将来にわたり安心し意欲を持って働き続けることのできるＪＲグループであるために、表

題に掲げた署名を全組合員・家族で展開していくこととしましたので、ご理解ご協力をお願い致します。 

 

 

 

取組期間 

２０２０年１０月１日（木）～２０２０年１０月３０日（金）  

※準備期間、集約期間を含む 

・取り組み方は、各地区本部の指示に従ってください。 

 

・
貨
物
鉄
産
労
退
職
者
連
絡
会
第
１
０

回
総
会
開
催
に
つ
い
て 

開
催
日
時
・
２
０
２
０
年
１
１
月
４
日

（
水
）
１
５
時
～ 

５
日
（
木
）
１
２

時
ま
で 

開
催
場
所
・
札
幌
市
内 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
示
書
を

参
照
願
い
ま
す
（
北
海
道
地
区
本
部
の

み
） 

 

・
Ｊ
Ｒ
貨
物
連
合
第
１
１
回
定
期
大
会

開
催
に
つ
い
て 

開
催
日
時
・
２
０
２
０
年
１
１
月
７
日

（
土
） 

１
３
時
～
１
６
時 

開
催
場
所
・
広
島
市
内 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
示
書
を

参
照
願
い
ま
す
。 

  

 


